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【理念】 

伊豆を一体的・総合的に捉えた長期的視点に立つ地域づくり

の方向性を示すとともに、中期・短期において直面する課題を

解決し、地域の振興を図る戦略を構築することにより、地域の

誇りと世界の中で輝き続ける伊豆の未来を創造する。 
 

【グランドデザインの構成】 
１ 交流産業クラスターの創出と再生 

２ ネットワーク型交通・都市基盤の構築 

３ 柔硬一体のしなやかな防災・減災対策の構築 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

官・民協働による推進体制の再構築（以下関連部分抜粋） 

第４章 推進にあたって 

    ２   各主体の役割について 

 （市町）・グランドデザインを踏まえた基礎単位として 

地域づくりの推進 

         ・広域的展開への積極的な参画 

（ 県 ）・広域的な施策展開への積極的参画 
(参画または人的、財政的支援) 

伊 豆 半 島 グ ラ ン ド デ ザ イ ン 

広域連携の基本的な方向性のイメージ 
 

人口減少社会の到来を見据え、住民サービス供給体制の安定化と効率化を図

るとともに、市域町域を超えた産業振興など、美しい伊豆創造センターと一体

となって、賀茂地域の創生を図る。 

⑴行政分野の連携 

○市町間の水平的な連携を充実させる。 

○県、市町の役割分担にとらわれず、行政サービスの提供体制を整備する。

(例) 消費者行政、教育委員会、監査委員、その他医療・福祉・税務など 

⑵官民、民民の連携 

 ○市域町域を超えた連携を充実させる。 

 ○産業分野を超えた連携を充実させる。 

 （例）農水商工連携、賀茂圏域が一体となった誘客対策など 


